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 これまでの厩猿関連の共同利用研究の調査報告(中村民彦:2004 年「2-1 ウマヤザル信仰に伴う頭蓋骨の調査によ
る口承と生息分布域の相関関係」、同 2005 年、2006 年報告など)では、厩にニホンザルの頭蓋骨を祀るケースと手
骨を祀るケースがあるが、その意味合いに違いがある。頭蓋骨祭礼での期待は牛馬の無病息災に現れている(65% 
27 例中 17 例)。他は人の健康、魔除け、防火、縁起物、作物豊作がつづく。いっぽう、手骨祭礼での期待はいくつ
かに別れる。人の安産にかかわるものが 21 例中７例 29%でもっとも多く、作物豊作 24%、魔除け同 24%、盗品遺



























小松英彦(生理研/総研大), 郷田直一, 横井功, 高木正浩(生理研), 岡澤剛起(総研大), 鯉田孝和(豊橋技科大) 
所内対応者：宮地重弘 
インドネシア由来の L 錐体欠損による 2 色型色盲ザルの色覚特性を明らかにするために、遺伝的に同定されてい
る 2 色型色盲ザルと 3 色型正常ザルを用いて行動実験を行った。石原式検査表を模した視覚刺激を作製し色弁別課
題を行った。視覚刺激は複数のドットによって構成され正方形の外形を持つ。この視覚刺激を水平に 3 つ並べて液
晶ディスプレイ上に呈示し、そのうちの 1 つについて環状の部分に含まれるドットの色を変化させターゲット刺激
とした。CIE-u'v'色度図上で系統的に設定した 64 種類(16 色相 x4 彩度)のターゲット刺激を用いて実験を行った。2
色型色盲ザルでは、特定の色相で検出率が低下し、検出率の低下は彩度に依存しなかった。さらに検出率の低い色
相はヒトの 1 型色覚(L 錐体欠損)の混同色線とよく一致していた。一方 3 色型正常ザルでは、より広い範囲の色相

















B-34 マーモセット脳におけるシナプス可塑性関連蛋白ドレブリンの免疫組織化学的解析   
白尾智明, 児島伸彦, 梶田裕貴(群大・院・神経薬理) 所内対応者：中村克樹 











七田芳則, 山下高廣(京都大・院理), 大内淑代(岡山大・院医歯薬) 所内対応者：中村克樹 
ヒトを含む霊長類のゲノムには、網膜の視細胞に発現し視覚の分子基盤となる光受容タンパク質(オプシン)遺伝
子以外にも、いくつかのオプシン遺伝子が確認されている。しかし、それらがどのような分子的性質を有し、どこ






給を受けて Opn5 が光受容体として機能できる可能性が考えられた。 
B-36 加齢変化特性を考慮できるニホンザルの四足歩行計算機シミュレーション 













ミトコンドリア DNA の D ループ第 2 可変域(412 塩基対)について、6 タイプの塩基配列の変異を検出した。6 タイ
プの中の１つの JN21 タイプ(Kawamoto et al. 2007 による分類)は近畿地方から中部地方の日本海側に広域的に分布
し、ニホンザルの群れの分布拡大の経過を検討する上で重要なタイプである。JN21 タイプの分布域周辺で、これ
まで遺伝子分析の行われていない、福井県九頭竜川流域に生息する群れを対象にして、DNA 試料(糞)の採集とミト
コンドリア DNA の D ループ第 2 可変域(412 塩基対)の遺伝子分析を行った。 
九頭竜川本流上流域で JN22 が 6 例、支流の真名川で JN30 が 15 例、新タイプが 3 例、JN35 が１例、JN22 が 1
例、笹生川で JN30 が 6 例、大納川で JN30 が 1 例であった。この結果から、九頭竜川流域は、本流上流部に JN21
と近縁の JN22 の群れが生息しているが、支流には広範囲に JN30 の群れが生息していることが分かった。JN30 は
滋賀、三重、岐阜に分布するタイプで、九頭竜川はこの集団の北端に位置する。 
B-38 Report on “Discrimination of long-tailed(Macaca fascicularis),rhesus(M. mulatta)macaques and hybrids 
between the two species using microsatellite DNA” 
Janya Jadejaroen(Chulalongkorn University) 所内対応者：川本芳 
I am now studying hybrids between long-tailed and rhesus macaques in Thailand (Khao Khieow Open Zoo, KKZ) based on 
their morphological, behavioral and genetic characteristics. Morphological study was conducted by using percent relative tail 
